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はじめに

平素は、岬町社会福祉協議会の諸事業に対し、温かいご理解とご支援、

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

本協議会では、第３次岬町地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本

理念である『心つながり ふれあう みさき』の実現に向け、住民の

皆さま並びに地区福祉委員会や福祉協力校（淡輪・深日・多奈川小学

校、岬中学校）、関係機関等の皆さまと共に、大人も子どもも含む地

域住民が共に学びあい、共に育ちあう『“福祉共育”＝共に育つ力を

育む』を中心に、町ぐるみで様々な地域福祉活動に取組んでいます。

毎年８月には「みさき地域活動“発表会”～地域福祉共育実践プレ

ゼンテーション～ありがとうの気持ちをカタチに！！」と題し、皆さ

まから温かいお力添えをいただいております赤い羽根共同募金のしく

みや福祉協力校等による取組発表を中心とした配分金活動報告会を開

催していましたが、令和２年、令和３年については新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大により中止措置を講じざるを得ませんでした。

令和４年度におきましては、講師に四天王寺大学（教育学部 教育

学科）吉田 祐一郎 准教授をお招きし、約２年ぶりに開催すること

ができました。本冊子は、令和４年８月３０日に開催した「みさき地

域活動“発表会”～地域福祉共育実践プレゼンテーション～ありがと

うの気持ちをカタチに！！」の内容をまとめ、講師の吉田准教授より

発表のポイント等についてコメントをいただき作成いたしました。

本冊子によって、地区福祉委員会や福祉協力校、活動団体等への理

解が深まり、さらなる地域福祉活動の発展、そして『“福祉共育”を

とおしてまちづくりを考える』一助になれば幸いです。

令和５年１月

社会福祉法人 岬町社会福祉協議会

会 長 辻󠄀 下 謙 二
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１、日 時 令和４年８月３０日（火） 午後１時３０分～午後５時００分

２、場 所 岬町社会福祉協議会（会議室・ボランティアルーム）

３、参加者 ５７名

４、内 容 『“福祉共育”をとおして町づくりを考える』
【第1部】午後１時３０分～午後３時５０分

○講演 『“福祉共育”をとおしてまちづくりを考える
～大人も子どもも共に学びあうために～』

講師：四天王寺大学 准教授 吉田祐一郎 氏

○共同募金について

○各学校プレゼンテーション（４校 ①淡輪小学校 ②多奈川小学校 ③岬中学校 ④深日小学校）

○全体まとめ ○閉会
【第２部】午後４時３０分～午後５時００分

○推進検討委員会

【委員：社協正副会長・各地区福祉委員会・社会福祉施設等連絡会・民生委員児童委員協議会】

【講師：四天王寺大学 准教授 吉田 祐一郎 氏】

令和４年度 地域福祉共育実践プレゼンテーションの概要

推進検討委員会の様子

基調講演の様子

学校発表の様子

参加者の様子
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１２

社協広報紙「社協みさき」139号(令和4年10月1日発行)抜粋



環境美化活動

ほのぼのサロン

見守り支援活動

ひきこもりや心に辛さ・不安をお
持ちの方などを対象に、食事や
ゲームを通して、参加者・ほのぼ
のみさきのボランティア同士で仲
良く交流する、ほっとする居場所
です。

ほのぼのサロンの活動の一つと
して、町も気持ちもきれいに豊
かになるよう、ゴミ拾いを行い、
環境美化の活動にも取り組んで
います。

コロナウイルスの影響で、外出を自
粛している障がいのある方などが、
不安を抱えないよう、郵送や訪問に
よる見守り支援活動も行っています。
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ほのぼのみさきは、これからもひきこもりや心に辛さ・不安をお持
ちの方などが、地域で安心して暮らせるようサポートしていきます。

ほのぼのみさきの活動は１０７回、
ほのぼのサロンは１０３回と
活動は１６年以上続いてます！
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☆日 時 ： 毎月の第３金曜日 １３：００～１５：００
☆場 所 ： みんなのたまり場
☆参加費 ： １００円（お茶代）
☆対象者 ： ひきこもりや心の病・障がいのある方のご家族 等
※日時・場所の変更がある場合もございますので、まずはお電話下さい。

あすなろサロンへのお誘い

「家族会あすなろ」では、ひきこもりや心に辛さ・不安等あ
る方のご家族が、普段言えない悩みや困りごと等、お茶やお
菓子で一息入れながら、参加者同士で話したり聴いたりして
います。
ひとりで抱え込まずにお気軽にご参加下さい。

至大阪

淡輪駅

さくら会館

コンビニ

淡輪小学校

至和歌山 海洋センター

国道２６号線

至みさき公園
淡輪中交差点

至阪南市

みんなのたまり場

【お問い合わせ】
社会福祉法人 岬町社会福祉協議会
〒599-0303 大阪府泉南郡岬町深日3238-24
☎：072-492-0633･5700／FAX：072-492-5701

プライバシー、個人情報は大切に、
しっかり守ります！
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精神保健福祉家族会「あすなろ」



施設等見学訪問 【１０月～１１月頃】
施設や他機関等へ訪問し、一緒に学びを深めましょう！
（参考）出発（10：00）～食事（12：00）～施設等見学（13：00）～帰路（17：00） 等

あすなろ・ほのぼの合同クリスマス会 【１２月】
「家族会あすなろサロン」 「ほのぼのサロン」の合同で、「クリスマス会」を開催！
参加者同士、楽しく過ごしています。
※「ほのぼのサロン」とは、心に辛さや不安等ある方が参加し、楽しいひと時を過ごす当事者サロンです。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、活動を変更する場合があります。なお、毎月の「あすなろサロ
ン」は感染拡大防止を行いながら、可能な範囲で開催していますので、お気軽にご参加・ご相談下さい。

～家族会あすなろの活動～
あすなろサロン 【毎月開催（施設等見学訪問以外）】
みんなのたまり場にて、１３時００分から１５時００分の間、
参加者同士で近況等についてお話したり、ＤＶＤを見て学びを深めています。

※時には、社協職員（社会福祉士）や施設の相談

員、コミュニティソーシャルワーカー等、専門職も
参加され、問題解決のための一歩踏み出すため
のお手伝いをしてくれます。

あすなろサロンは、私にとって気兼ねなく息子
の話や悩み等相談でき、共感してもらえる、
貴重な場所です。

多種多様な取り組みを、いろんな機関や施設
でされている活動を拝見し、考えさせられること
が多々あります。そして、いつも、ﾞ見学できてよ
かった ﾞと思い帰路についています。

普段、顔を合わせることのない、あすなろサロ
ンとほのぼのサロンのメンバーが、一緒にラン
チとケーキを食べながら、おしゃべりして、楽し
いひとときを過ごしています。
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岬 町 介 護 者 （家族） の 会

学ぶ場を

・介護をする人の気持ちにより添える介護講座
・制度での介護予防・日常生活支援総合事業を学ぶ
・訪問看護、在宅医療について学ぶ
・感染症予防・健康な体づくりについて学ぶ

皆さんが身近なテーマで『学ぶ』場があります！

・リフレッシュ行事
・クリスマス会
・ほほえみ笑学校
・身近な物を使ってほほえみら～く楽かんたん体操

忙しい毎日を忘れ『楽しめる』場があります！

楽しめる場を

・『おーぷんかふぇほほえみ』
・『訪問カフェほほえみ』

皆さんが気軽に『集う』場があります！
日頃の何気ない話で楽しい時間を♪

集う場を
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・他会に参加しいろいろな会とつながる

・ラン伴に参加し認知症について考え、
当事者と交流し理解を深める

いろいろな団体と『つながる』場があります！

つながる場を

・泉州地域の介護者家族の会との活動交流
・見守り訪問活動で日頃の思いを共有

色々な所で意見や気持ちを『共有』する場があります！

共有する場を

ほほえみはこれからも介護する方・される方、
どなたでも『ほほえむ』事の出来る場を創っていきます!

ほほえみの場
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各団体の発表と取組みについて吉田先生からのコメント

発表内容のポイント

こころの病や障がいのある方を対象としたサロン活動、環境美化活
動、見守り活動を続けられています。これまでに精神福祉講座やボラ
ンティア養成講座など、地域住民など多様な方への学びの機会に取り
組まれるなど、地域での共育活動に取り組まれています。

取り組み良点・長所

ほのぼのみさきさんの取り組みでは、みんなが生活する地域で、お
互いのことを大切にし合うことができることをめざして活動されてい
ると感じました。こころの負担やハンディキャップのある方は、ご本
人や家族にとって負担や不安も含まれると思います。そのような大変
さに寄り添いながらも、さまざまな取り組みを進めることは、メン
バーや地域の方の福祉共育での学びに繋がると考えます。

今後の活動への期待
と応援メッセージ

大変重要な活動に取り組まれておられるので、一緒に活動できる仲
間が広がっていくことを応援しています。

①精神保健福祉ボランティアグループ「ほのぼのみさき」

②精神保健福祉家族会「あすなろ」

③介護者（家族）会「ほほえみ」

発表内容のポイント

地域にお住いのひきこもりや心の病のある方の家族会として活動さ
れています。みんなのたまり場を活動拠点とし、あすなろサロン、施
設等見学訪問、あすなろほのぼの合同クリスマス会を実施するなど、
参加者による交流活動を進められています。

取り組み良点・長所

ひきこもりや心の病は外部から見えづらいところがあるとともに、
それ以上にご本人やご家族の日々の不安や苦労なども多いとされてい
ます。あすなろさんはその当事者のご家族を主な参加対象されていま
すが、家族ならではの語り合いは参加されるみなさんにとってつなが
りや心の開放などの機会です。参加されるみなさんのお互いの学び合
いの機会（福祉共育）であると考えます。

今後の活動への期待
と応援メッセージ

大変重要な活動に取り組まれておられるので、一緒に活動できる仲
間が広がっていくことを応援しています。

発表内容のポイント

介護者の家族会として「学ぶ場」「楽しめる場」「集う場」「共有
する場」「つながる場」「ほほえみの場」として、介護者や家族観の
交流や学習、介護者の気分転換を図るなど、多様な取り組みを通して、
参加者同士の共育活動を進められています。

取り組み良点・長所

高齢者の割合が増加している現在、ほほえみさんでは介護者の家族
のケアや交流を進められています。当事者の家族ならではの苦労や大
変さもある中で、多様な活動を展開されているところは、介護者の負
担の軽減にも繋がっているのではないかと思います。またそれぞれの
「場」のテーマを設けられ、様々な企画をされているところは、参加
者のニーズに寄り添った内容であり、福祉共育の多様な取り組みが進
められていると考えます。

今後の活動への期待
と応援メッセージ

大変重要な活動に取り組まれておられるので、一緒に活動できる仲
間が広がっていくことを応援しています。
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岬町立淡輪小学校
学校の概要

対象児童・生徒数

全校児童・生徒（３６９）名

1年生(５０)名･2年生(６７)名･3年生(５３)名
4年生(５５)名･5年生(８０)名･6年生(６４)名

教育目標

学校教育目標『笑う』
（１）子どもが笑う学校（子どもの最善の利益を保障する）
（２）保護者・地域も笑う学校

（コミュニティ・スクールを見据えて）
（３）教職員も笑う学校（働き方改革）

目指す児童像
（１）自分が笑っているか？
（２）相手も笑っているか？
（３）みんなも笑っているか？

目指す児童観

（１）子どもにだめな子なんて一人もいない！！
（２）困った子どもはいない！！困っているんだ！！
（３）子どもが困るところから学びが始まる！！

福祉協力校推進指定
事業の活動目標

・まちや人と出会い、自分とのかかわりについて学び、
人や社会とともに生きることの大切さについて考えを
深める。
・すべての人が暮らしやすい社会を築くために自分に
できることを考え、実行しようとする意識を高める。

福祉協力校推進指定
事業の活動の位置づけ

地域と協働でつくる福祉教育として、人権総合学習の
中の『地域学習』及び『障がい理解教育』等として位
置付ける。
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○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

【１】地域と協働でつくる福祉教育
（１）各学年の主な取り組み
≪１年≫
『むかし遊び名人になろう』など
≪２年≫
『いきいきサロン』など
≪３年≫
『視覚障害のある方との出会い』など

≪４年≫
『車いすで町にでかけよう』など
≪５年≫
『戦争体験聞き取り学習』など
≪６年≫
『工房みさき作業体験』など
（２）子どもの声
・地域の人がやさしく教えてくれてうれ
しかった（１年）
・一緒に遊んだ。おじいちゃんやおばあ
ちゃんがやさしかった（２年）
・盲導犬よりも人にサポートしてもらう
ほうがコミュニケーションが取れるとい
う言葉にぼくの心は刺さった(３年)
・車いす体験をして、たくさんのバリア
があることに気づいた（４年）
・平和記念式典の中で女の子が『たがい
に認め合うやさしい気持ちを持つ』と
言っていた。この言葉を聞いて、自分に
できることにつながると思った（５年）
・一人ひとりが協力すれば、この現在の
社会、未来まで変えられるかもしれない。
今、自分にできることをしようと思う
（６年）

（３）これらの取り組みを通して
・子どもたちは淡輪、岬町を

大好きになっている！！
・子どもたちは自分にできることは

何かを考え始めている！！
・子どもたちは社会を変えることが
できるかもしれない！！と思い始
めている！！

１
年

２
年

３
年

４
年
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年
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年
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○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

【２】キューピークラブ
※自ら進んでボランティア活動に参加し、人や社会のため
に自分にできることについて考えるクラブ

（１）２０２２活動
・『ぽぽろ淡輪』ＺＯＯＭ訪問
・『淡輪保育所』訪問
・活動報告会『みんなのたまり場』
（２）平成２０年度

キューピークラブ同窓会
①キューピークラブ誕生（Ｈ２０）
子ども懇談会で自分たちの住んでい

る町を探検し、見つめ直し、どうすれ
ば町がよくなるのか…そして『私たち
にもできること』を考えた子どもたち
が『ボランティアをしたい！』と社協
に相談して誕生した。
平成２０年９月より、毎月１回放課

後に町内の高齢者施設へ訪問活動開始。
喜んでももらえることが自分たちの喜
びに・・・。
②学校内でのクラブ化へ
子どもたちは『この活動を私たちで

終わらせたくない！引き継いでもらい
たい！』と考え、『ボランティアクラ
ブを作ってほしい！』と地区福祉役
員・社協と一緒に学校への働きかけを
する。
③さらに広がりつながり続ける
・『子どもさわやか賞』受賞（Ｈ２２）

・大阪府ボランティア知事表彰（Ｈ２３）

・社会福祉協議会の
登録ボランティアとしても

・スーパー前募金活動
・健康長寿まつりビンゴ大会
・ぽぽろ淡輪への訪問
・老健みさきへの訪問
・学童保育への訪問
・宿泊キャンプ
・与田病院への訪問
・『つつじまつり』に出演

（３）よいお手本（【１】（３））
岬町を大好きな子ども、自分にでき

ることを考え始めた子ども、社会を変
えることができるかもしれないという
子どもたちのお手本！！

（１）２０２２活動

（２）平成２０年度 キューピークラブ同窓会
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○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

事業・活動を実施した
ことによる成果

淡輪を、岬町を大好き（人も地域も）という子どもに
育っている。そして高学年になるにつれて自分に何か
できることはないかを考え、実践し始めている。さら
に自分たちのできることをしていけば淡輪を、岬町を、
社会をよくできるかもしれないと希望を抱くように
なっている。

【３】ＳＤＧｓの取り組み
（１）産官学連携の

ＳＤＧｓの取り組み
４年生で大塚薬品、近畿大学と連携

しながらＳＤＧｓの取り組みを行い、
ソーシャル・ビジネスを考える！
（２）なぜソーシャル・ビジネスか？
学習指導要領に『子どもたちが成人

して社会で活躍する頃には我が国は厳
しい挑戦の時代を迎えている』と書か
いてある。具体的には・・・
①“超”少子高齢化
②“超”人口減少
③“シンギュラリティ”
（ＡＩが人類をこえる！？）

…岬町（日本）はなくなって
しまうかもしれない…

しかし、岬町で子どもたちがソーシャ
ル・ビジネスをたちあげていけば…
①子どもと大人がつながる！！
（知恵や経験を子どもたちに！！（高齢者の生
きがい！？））

②ビジネスがあれば大好きな岬町から
出ていく必要がなくなる！！
（働くところがないから岬町から出ていくしか
ないという現状を打破できる！！）

③岬町から社会を変えることができる
かもしれない！？
（子どもたちと大人（高齢者）が一緒になって
ビジネスを生み出していくことで岬町が笑顔で
元気になればこのモデルを使って、社会を変え
ることができるかもしれない！？）

（３）実現しないとおかしい！！
ただの大風呂敷ではない。キュー

ピー・クラブをお手本にすれば実現可
能であり、実現しないとおかしい！！
と淡輪小学校は考えている！！

近畿大学との取り組み

ＳＤＧｓの４番の目標

２０３０年までに、技術的・職業的ス
キルなど、雇用、働きがいのある人間
らしい仕事及び起業に必要な技能を備
えた若者と成人の割合を大幅に増加さ
せる。
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淡輪小学校への取組みについて吉田先生からのコメント

発表内容のポイント

福祉協力校の活動目標を「まちや人と出会い、自
分とのかかわりについて学び、人や社会とともに生
きることの大切さについて考えを深める」「すべて
の人が暮らしやすい社会を築くために自分にできる
ことを考え、実行しようとする意識を高める」と設
定し、人や社会との関係性やその接点について意識
した上で福祉共育活動に取組まれています。
主な取組みとして、『むかし遊び名人になろう』

（１年生）での地域住民との関係づくり、『いきい
きサロン』（２年生）・『視覚障害のある方との出
会い』（３年生）・『車いすで町にでかけよう』
（４年生）・『工房みさき作業体験』
（６年生）での福祉学習、『戦争体験聞き取り学
習』（５年生）での平和理解など、子ども自身がど
のように生活や人生を送るのかを考えられるように
されています。また、キューピークラブによる活動
（ボランティア）などで、子どもたちが主体的に活
動できる取組みも継続されています。

取組み良点・長所

淡輪小学校の取組みでは、人や社会との関係性や
その接点について意識してさまざまな取組みを進め
られています。福祉共育の活動は、人としての生き
方を学び手が見つめ、そして生活の主体者として生
活を築くことが大切であると考えられます。このこ
とから、地区福祉委員会をはじめとする地域の住民
のみなさんにも協力を得ながら、子どもたちが多様
な角度での学びができる取組みをされているところ
は長所といえ、評価されます。また、まとめにも触
れられていましたが、キューピークラブのノウハウ
や、それがＳＤＧｓにも位置づくところが重要な視
点であると考えられます。

今後の活動への期待
と応援メッセージ

今後も学校内での完結ではなく、地域のみなさん
にも可能な限り協力を求めながら福祉共育活動を期
待しています。
また、地域の住民のみなさんにとっても、子ども

たちへの福祉共育の取組みに参加・協力することで
の気づきが高まり、子どもと大人の双方の「学びあ
い」の循環ができるような視点も深まれば、取組み
が充実していくものと考えられます。
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岬町立深日小学校
学校の概要

対象児童・生徒数

全校児童 84 名

1年生 21名 ･ 2年生 15名 ･ 3年生 18名
4年生 11名 ･ 5年生 7名 ･ 6年生 12名

教育目標
安心して学べる学校生活で
「知・徳・体」のバランスのとれた子どもを育成する

目指す児童・生徒像

１「知」 すすんで学び、確かな学力を身につけた子ども
２「徳」 すべての人とともに生きるなかで、

豊かな心を身につけた子ども
３「体」 生命を尊び、健康に生きる力を身につけた子ども

校訓

１ 自分のことは自分で （自主自立）
２ いつも明るく すべて正しく （公明正大）
３ 工夫をこらそう （創意工夫）
４ みんな仲良く （協力尊重）
５ きまりを守ろう （秩序規律）

福祉協力校推進指定
事業の活動目標

コロナ禍でではあるが、児童自ら主体的な学びを通し
て思慮を深め、他者とつながり続けることで、学校や
地域を活性化する

福祉協力校推進指定
事業の活動の位置づけ

地域と学校が協力し、未来を担う子どもの育成を図る

① 確かな学力 ② 豊かな心 ③ 健やかな体
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１年生 梅とり体験

地元の食材にふれ、収穫から消費
までを体験することができる取り組
みです。
地域の方のご厚意で梅園を使わせ

ていただき、全校たてわりで梅とり
を行いました。
１年生は初めての梅とりで「梅干

しみたいに赤くないんやな」「梅っ
てこんなにおいがするんや」など発
言しながらも、どんな梅をとったら
いいのか地域の方の話をよく聞いて、
また６年生に実がなっている枝を低
くしてもらうなど、助けてもらいな
がら梅をとることができました。
収穫した梅を５年生が梅ジュース

に仕上げてくれ、夏の暑い日に、冷
やして飲むこともでき、「深日に住
んでてよかったわ」という感想を持
つ子もいました。

２年生 聴覚障がいの方との交流

聴覚に障がいのある方との交流を
通じて、障がいのあるなしに関わら
ず、同じ町でともに生きていくこと、
自分から積極的にコミュニケーショ
ンを取っていくことの大切さを学ぶ
ことのできる取り組みです。
コロナ禍でもあり、聴覚に障がい

のある方とは直接にお会いすること
はできませんでしたが、映像を通し
て交流をすることができました。
さらに手話サークルの方々に来校

していただき、聴覚に障がいのある
方はどのような生活をしているのか、
また「わたしの名前は〜です。」の
手話はどのようになるかを教えて下
さいました。早速、子どもたちは自
分の名前を手話で伝え合っていまし
た。

○各学年・全校児童（生徒）の取組み等
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○各学年・全校児童の取組み等

３年生 水産試験場見学

私たちが普段から口にしている海
産資源は、どのように守られ、私た
ちのもとに届けられるのかを、体験
を通じて学習する取り組みです。
試験場の方は、大阪湾の魚を増や

す様々な活動を説明してくださった
り、子どもたちの素朴な質問にも具
体的なデータを交えながら答えてく
ださいました。実際の魚にも触れさ
せていただき、生きた魚を身近に感
じることができました。最後には稚
魚を放流することもできて、有意義
な時間となり、同時に海を積極的に
きれいにしようという気持ちを持つ
こともできました。
また、海に関わる人たちは、魚を

とる役割や水産資源を調べる役割、
魚を育てる役割、海をきれいにする
役割などがあることを知り、海に関
わるＳＤＧｓにもつながる貴重な学
びとなりました。

４年生 視覚障がいの方との交流

視覚に障がいのある方との交流を
通じて、私たちが普段意識しなくて
も「見える」ということ、また、
「見えない」生活とはどのようなこ
となのかについて知り、そこから新
たに学ぶことのできる取り組みです。
事前学習として，町の点字ブロッ

クを確認したり、アイマスクで歩く
体験をしながら、視覚に障がいのあ
る方をどう案内したら安全かなどを
考えました。
交流当日は、子どもの頃のことや

普段の生活、白杖の使い方などのお
話をお聞きし、さらには子どもたち
が図工の時間に作ったゲームを一緒
にすることができました。
交流を終えて、子どもたちは「失

敗してもくじけない。それは成功の
もと」というメッセージをしっかり
と受け取ることができました。
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○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

事業・活動を実施した
ことによる成果

人とのつながりを大切にし、立場の違いがあっ
ても、ともに生きていくことをそれぞれの子ど
もたちがしっかりと考えることができました。
地域の方々に支えられていることを感じながら、
これからも学校そして地域の元気のために進め
ていきたいと思います。

５年生 車いす体験学習

今の深日小学校の子どもたちは、
普段使用しない車いす。でも町の中
には車いすとともに生活をされてい
る方がいます。自分の置かれている
立場だけで考えるのではなく、視野
を広げ、多角的に物事を考えること
のできる取り組みです。
この体験は深日地区福祉委員会の

方々が、車いす一台ずつサポートし
ていただきながら実施しています。
昨年はコロナ禍の影響で校内での

実施となりましたが、子どもたちは、
車いすに座る人・押す人の立場と
なって歩いたり、スロープを登った
り、校内を散策したりしました。ど
んなことに不安を感じたり、やりに
くさを感じたりしているのか、様々
な視点で考えることができました。

６年生 平和学習

私たちが安心して生活できるのは、
今の平和な社会があるからだという
ことを、広島への修学旅行を通して
一人ひとりが考える取り組みです。
昨年度は、多奈川小学校の６年生

と一緒に広島を訪れました。同じ中
学校に進学する仲間と行動したり、
話を聞いたり、食事をしたりするこ
とはとてもいい刺激となりました。
また、広島から帰ってきた子ども

たちは、在校生や教職員の前に立ち、
自分たちの言葉で堂々と平和の大切
さや戦争の悲惨さを語るだけでなく、
楽しかった修学旅行の話も聞かせて
くれました。
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深日小学校への取組みについて吉田先生からのコメント

発表内容のポイント

福祉協力校の活動目標を「コロナ禍ではあるが、
児童自ら主体的な学びを通して思慮を深め、他者と
つながり続けることで、学校や地域を活性化する」
と設定した上で、子どもの主体的な学びが図られる
ように、具体的な福祉共育活動に取組まれています。
また、福祉協力校の活動の位置づけを「地域と学

校が協力し、未来を担う子どもの育成を図る」とし
て、子どもの育成について、学校と地域が協力する
ことを大切にされています。取組みとして、地域理
解と福祉理解のバランスを考えながら、学校全体の
プログラムの工夫をされています。

取組み良点・長所

福祉共育として、地域への関心をいかに高めてい
くことができるのかという視点は重要です。そのと
ころから、取組みとして「梅とり体験」（１年生）
や「水産試験場見学」（３年生）では、 地元の食
材や資源にふれて収穫から消費まで学ぶ取組みをさ
れています。この中で地元の名産である梅や水産資
源を守る地域住民の方の想いに子どもたちが触れる
ことは、他者理解としても興味深いものであると考
えられます。また、「聴覚障がいの方との交流」
（２年生）・「視覚障がいの方との交流」（４年
生）・「車いす体験学習」（５年生）では、コロナ
禍のためプログラム内容に制限はありながらも、子
ども自身が多様な地域で生活することの理解が図ら
れるものと考えられます。

今後の活動への期待
と応援メッセージ

今後も狭義の福祉理解にとどまらず、地域への関
心も高められる福祉共育活動を進められることを期
待しています。また、取組みの際には、できる限り
様々な地域住民のみなさんとの交流ができるように
されることが、福祉共育実践の視点としても重要で
あると考えられます。
その上で、地域の住民のみなさんにとっても、子

どもたちへの福祉共育の取組みに参加・協力するこ
とでの気づきが高まり、子どもと大人の双方の「学
びあい」の循環ができるような視点も深まれば、取
組みが充実していくものと考えられます。
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岬町立多奈川小学校
学校の概要

対象児童・生徒数

全校児童 47名

1年生 2名 ･ 2年生 4名 ･ 3年生 9名
4年生 13名 ･ 5年生 6名 ･ 6年生 13名

教育目標

正しく、強く、明るい子ども

～確かな学力を身につけ、夢を持ち、
主体的に生きる子ども～

目指す児童・生徒像

・自ら学び、自ら考え、より高い自分を求め努力する子ども

・温かい思いやりをもち、協力してともに高め合おうとする子ども

・心と体を鍛え、目標実現に向けて粘り強く努力する子ども

校訓
（めざす学校像）

・子どもたちが喜び、学んだことを誇りに思える学校

・教職員が喜び、勤務したことを誇りに思える学校

・地域が喜び、親しみをもって誇りに思える学校

福祉協力校推進指定
事業の活動目標

一人ひとりの人間性を高めることを通して、福祉の意
味についての理解を深め、共によりよい社会を築こう
とする子どもを育成する。

福祉協力校推進指定
事業の活動の位置づけ

・学校行事、特別活動、道徳教育、生活科、総合的な
学習の時間を中心に、すべての教育活動を通して活
動を推進する。

・地域の方々との連携を深め、岬町社会福祉協議会の
支援を得て、活動の充実を図る。
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○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

１年生 昔の遊び体験学習

小学校へ入学してから初めて体験
する事ばかりだった１年生にとって、
３学期の「昔の遊び体験」は、自分
たちがお姉さん、お兄さんとして次
に入学してくる保育所・幼稚園の年
長児を招待して一緒に体験する取組
みです。
多奈川地区福祉委員会の方々から、

車輪回しや竹で作った空気鉄砲など、
今では体験することがない昔の遊び
のこつや遊び方を丁寧に教えていた
だきます。
１年生自身、体験を通して驚きと

発見の連続ですが、保育所・幼稚園
の年長児をリードしながらの体験と
なるので、周りの様子を常に意識し
ながら活動する児童の育成に繋がっ
ています。また、多奈川地区福祉委
員会の方々から教えていただくこと
で、地域の人々と関わることの楽し
さが分かり、進んで交流することが
できる児童の育成にも繋がっていま
す。

（昨年度は学級閉鎖中だったため実施せず。
写真は2019年度のもの。）

２年生 まつぼっくり
ツリーづくり学習

身近な木の実であるまつぼっくり
は、工夫することで生活を彩るクリ
スマスツリーへ生まれ変わることを
知り、秋の自然や秋の草木の変化や
特徴に気付くことができる取組みで
す。
多奈川地区福祉委員会の方々から、

巨大なまつぼっくりを準備してもら
い、飾りつけの方法を教えていただ
きます。
身の回りの自然を利用し、季節の

行事に関わる物を作ることによって、
四季の変化や季節によって生活の様
子が変わることに気付き、自分たち
の生活を工夫したり楽しくしたりで
きる児童の育成に繋がっています。

（例年は１年生で実施しているが、前年度、実施でき
ていなかったので、２年生も１年生と合わせて実施。)
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○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

３年生 お月見体験学習

古くから伝わる季節ごとの風習の
一つである「お月見」。お月見団子
をこねたり、石臼できな粉を挽いた
りしながら、情緒ある日本の四季を
感じることができる取組みです。
多奈川地区福祉委員会の方々から、

昔話を交えながら、団子やきな粉の
作り方を丁寧に教えていただきます。
子どもたちは、昔、多奈川地区で

行われていた「団子つき」という風
習も教えてもらい、楽しんで体験し
ています。
この体験学習を通して、日本に昔

から伝わる季節ごとの風習や行事を
知り、お月見体験することで行事の
もつ意味にも目を向ける児童の育成
に繋がっています。

（感染症予防のため2019年度から実施できていない。
写真は2019年度のもの。2022年度は感染症予防対策を
講じながら実施予定。）

４年生 「出たぞ水だ」体験

今のように蛇口をひねると水が出
るというような水道が整備されてい
なかった時代がありました。その生
活を自分のためだけではなく、みん
なのために改善しようとした先人が
岬町にいたことを知り、みんなの生
活を豊かにしていくための考え方に
触れることのできる取組みです。
その先人を知る方から、当時の生

活の様子をお聞きし、最後には家族
や友だちとどう接していってほしい
かなどのメッセージをいただきます。
当時、水をくむ仕事は子どもが

担っていたことを知り、実際に桶に
水を入れて歩いてその過酷さも体験
します。
この体験学習は、地域の生活の向

上に尽くした先人の働きと苦心を知
り、自分は、周りにいる人のために
何ができるかを考えて行動できる児
童の育成に繋がっています。
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○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

事業・活動を実施した
ことによる成果

お互いを支え合いながら、地域ともつながる
ことができる子どもの育成を進めることができ
た。
子どもたちが、地域の方々の熱い思いをしっ

かりと受け止め、その思いにこたえられるよう
にがんばろうとする姿勢が見られるようになっ
てきた。

５年生 車いす体験学習

子どもたちが何気なく生活してい
る場所でも、立場を変えれば生活し
にくい環境だということを知り、ど
うすればみんなが暮らしやすくなる
かを考えることのできる取り組みで
す。
この体験は多奈川地区福祉委員会

の方々が、車いす一台ずつサポート
していただきながら実施しています。
子どもたちは、車いすに座る人・

押す人の立場となって歩道を歩いた
り、スロープを登ったり、買い物を
したりします。どんなことに不便さ
や不安さ、困難さを感じるのか、こ
れから様々な視点で考えることので
きる児童の育成に繋がっています。

６年生 平和学習

私たちが安心して自分の夢や目標
に向かっていけるのは、平和な社会
があるからだということを、広島へ
の修学旅行を通して一人ひとりが考
える取組みです。
事前学習では、実際に多奈川や和

歌山市で空襲を体験された方々から
お話をお聞きしたり、地域の方から
広島で奉納する千羽鶴を託されたり
とたくさんの方々の想いに触れます。
修学旅行報告会では、下級生に向

け、自分たちの言葉で堂々と平和の
大切さや戦争の悲惨さを語ります。
平和学習を通して、生涯にわたり平
和を大切に思う児童の育成に繋がっ
ています。
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多奈川小学校への取組みについて吉田先生からのコメント

発表内容のポイント

福祉協力校の活動目標を「一人ひとりの人間性を
高めることを通して、福祉の意味についての理解を
深め、共によりよい社会を築こうとする子どもを育
成する」と設定した上で、季節感や身近な話題を取
り入れるなど子どもたちの関心を高めるねらいを踏
まえて多様な福祉共育活動に取組まれています。
地区福祉委員会をはじめ、地域住民のみなさんに

も協力を得て、生活についての理解や、５年生での
車いす体験での福祉理解、６年生の平和学習など、
多様な取組みを進められています。

取組み良点・長所

「昔の遊び体験学習」（１年生）では、遊びとい
う子どもにとっての身近な題材を用いて、保育所・
幼稚園の年長児を招待して、地域の住民のみなさん
から教わるという、年代を超えて一緒に体験する取
組みが進められています。このことは、子どもたち
の縦の関係性を作ろうとされている取組みがユニー
クであると考えられます。福祉共育は、一方的に学
ぶという取組みではなく、このように子どもたち自
身は学び手であるとともに、時にはリードする場面
をもつなど、責任感を活かした取組みにしていくこ
とが必要と考えられます。

今後の活動への期待
と応援メッセージ

福祉共育では、地域住民なども含めた他者や環境
との関係性の接点との日々の関係に気づくこと、そ
してその接点から関心を深めること、直接的に五感
によって関わること、そうして自身も主体としてど
のように生活者として繋がり続けるのかということ
を考えられるようにしていくことが重要です。この
ような福祉共育のねらいを今後も大切にしていただ
きながら、様々な取組みによって子どもたちが生活
を具体的にどのように充実していくことができるの
かを意識できる働きかけを進めていただければと思
います。あわせて、これらの学校での子どもの様子
を地域住民のみなさんとも積極的に共有することが
今後の活動に繋げるために大切なことではないかと
感じました。
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岬町立 岬中学校
学校の概要

対象児童・生徒数
全校生徒２４８名（１学期終了現在）

１年生６９名･２年生８４名･３年生９５名

教育目標

学校教育目標：安心して学べる楽しい学校生活をとおして、
一人ひとりが「なりたい自分」を追究し、輝かすことができる
学校づくりをめざす。

人権教育目標：人権感覚を確立し、差別を見抜き反差別に
生きる力を身に付ける

学校経営方針

１．人権教育を基幹とした教育活動をすすめる。
２．すべての生徒が「ともに学びともに育つ」学校づくりをす
すめる。
３．すべての教育活動をとおして、保護者・地域から信頼され
る学校づくりをすすめる。

校訓
ひとりはみんなのために
みんなはひとりのために

福祉協力校推進指定
事業の活動目標

様々な人たちとの出会いをとおして、生徒たちが自分の生き
方を考えられる取り組みをしている。生徒は出会いをとおし
て自己をみつめ、周りと協力し、様々なことに取り組んでいる。
出会いを大切にし、地域へ感謝の思いを返していけるよう事
業を行っている。

福祉協力校推進指定
事業の活動の位置づけ

人権教育を基本に位置づけ、教育活動を展開している。本
事業は、お互いの違いを認め合い、自分の生き方を探ってい
くという人権総合学習の中で、地域とつながり、具体的な体
験や出会いができる学習活動として、位置づけている。

３５



○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

全校生徒対象
いじめをなくす取り組み

・目的
いじめられた心の傷は「一生つきまとう」
ものであり、いじめる側の責任の重さに
気付かせる。自分の言動が「いじめ」に
なりうることを認識させる。
・内容
２年生ぴ～ふるが絵本『いじめだよ』を
もとに授業案をつくり、１・２年生の各学
級で出前授業を行った。「いじめ」に気
づくこと、「いじめ」を放っておかないこと
について考え、意見交流を行った。３年
生は絵本『ことばのかたち』を読んで、こ
とばが人に与える影響について考えた。
まとめに生徒会役員が中心となり全校
集会開き、いじめをなくすという思いを全
校で共有した。
・活動を通して
まとめの全校集会では「一人ひとりが周
りの人のことを考えることが大切」「みん
ながいじめをなくす努力をすることでなく
せる」との意見や感想があった。

１年生対象
ノーマライゼーション（共生）学習

・目的
常石さんとの出会いを通して、困難を乗
り越え挑戦し続ける生き方、共生につい
て考える。高次脳機能障がいについて
知り、障がいとともに生きることについて
考える。
・内容
岬中学校の卒業生であり、元JRA騎手・
現在障がい者馬術の選手として活躍さ
れている常石勝義さんとお母さんを招い
て講演会・交流会を行った。講演会には
深日地区福祉委員さんにも参加してい
ただいた。
・活動を通して
講演会後、生徒は「リハビリや練習を頑
張る常石さんがとてもかっこいいなと思
いました」、「お話を聞いて、自分にもこ
んなことができる、という自信が出てきま
した。」、「嫌なことがあってもくじけずに
進んでいきたい」などの感想があった。
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○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

全校生徒対象
平和登校日

・目的
今世界や日本で起きていることに感心
をもつ。平和をつくっていくのは自分た
ちであるとの意識を高くもつ。
・内容
沖縄への修学旅行をとおして、平和に
ついて考える。世界で起きていることや
沖縄戦について事前学習し、沖縄で現
地の方々からお話を聞き、今、私たちが
できることは何かを考える。
修学旅行当日は、ひめゆり資料館の尾
鍋さん、北谷町議員の照屋さん、佐喜眞
美術館の佐喜眞さん、南風原文化セン
ターの平良さんにお会いした。
・活動を通して
平和の礎やガマ・基地での体験の中で、
子どもたちが息をのむ瞬間がたびたび
あった。体験に勝る学習はない。自分の
生活と重ねて考えることのできた生徒
が多くいた。

１・２年生対象（過年度）
部落問題学習

・目的
あらゆる差別を許さない生徒の育成を
めざす。反差別の生き方をする方々との
出会いを通して人権感覚を磨く。
・内容
○ 絵本『ひらがなにっき』の作者吉田
一子さんの生い立ちを学び、娘さんの
順子さんと出会う。(1年)
○１年２学期の校外学習で奈良の水平
社博物館へ行き、西光寺の清原隆宣さ
んに出会う。（2021年度は１年生の校外学習中止）
○宿泊体験学習で姫路の太鼓職人杉
本大士さんに出会う。（２年）
・学習を通して
差別の現実に学び、人の思いに触れる
ことで、「差別に負けない生き方をした
い」との感想があがった。
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２年生
キャリア学習

・目的
仕事の見識を広め、自分の進路への意
識を持つ。働くことの意義について学ぶ。
・内容
岬町内の各事業所からの聞き取りをし、
スライドにまとめて発表する。
５名の卒業生から話を聞き、現在の自分
と重ね合わせて考えることで将来につい
て考える。
・学習を通して
さまざまな職業の先輩からお話を聞けた
ことで、今の自分自身と重なるところや、
見習いたいところなど生徒たちはそれぞ
れで考えることができた。
また、町内の事業所へはグループに分
かれて聞き取りを行った。コロナ禍にも
かかわらず、対応してくださった事業所
の方に感謝申しあげます。

３年生対象（過年度 ３学期実施予定）
性と生命の学習

・目的
性の多様性・ジェンダーについて考え、
誰もが自分らしく生きるためにはどうす
ればよいかについて考える。
・内容
ＬＧＢＴＱについて事前に学習し、さまざ
まな性のありかたについて学んだ。また、
中学校教員の谷川さんのお話を聞き、
交流会を行った。
・学習を通して
「多様な生き方」について、「自分らしく
生きる」ために必要なことについて考え
ることができた。谷川さんのお話を通し
て卒業後の生き方について向き合う機
会になった。

○各学年・全校児童（生徒）の取組み等

事業・活動を実施した
ことによる成果

「出会い」を通して、人の思いに触れることで生徒の心の
成長や自身の将来について考える機会につながっている。
先輩たちが出会ってきた方々・勉強してきた内容に触れる
ことで学びの継承ができている。
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岬中学校への取組みについて吉田先生からのコメント

発表内容のポイント

福祉協力校の活動目標として、様々な人たちとの
出会いをとおして、生徒たちが自分の生き方を考え
られることを大切にされています。出会いをとおし
て生徒のみなさんが自己をみつめること、周りと協
力していくという取組みは、生徒が生活者の主体と
なることができるためのポイントであると考えられ
ます。また、学校全体で人権教育を基本に位置づけ
られており、人権総合学習の中で、地域とつながり、
具体的な体験や出会いができる学習活動を進められ
ています。
３年間の教育活動を通して、人権教育と福祉理解

のバランスを考えながら、学校全体のプログラムの
工夫をされています。

取組み良点・長所

福祉共育の活動を進める重要な視点として、自立
した生活の主体者となること、一人ひとりの人間の
尊厳を相互に尊重し合えるようになることであると
考えられます。「ノーマライゼーション（共生）学
習」での福祉理解、「いじめをなくす取組み」「部
落問題学習」での人権理解など、生徒の発達段階を
もとにしたテーマを設定されているところが評価で
きると考えられます。これらの取組みについて、机
上の理解だけではなく他者からの講話などにより体
験的に学ぶということは、福祉共育の時間だけでな
く、その後の地域での生活時間においても生徒が地
域住民や地域環境にたいして視点を持つことができ
るきっかけになると考えられます。

今後の活動への期待
と応援メッセージ

岬町は各小学校での福祉共育活動が実施されてい
ますので、子どもたちの学びの連続性を意識した取
組みができればなお充実した福祉共育の取組みにな
るかと考えられます。可能な範囲で、小学校も交え
た福祉共育プログラムの接続について検討いただく
機会がありましたら、子どもたちにとってもより学
びが深まっていくのではないかと期待しています。
また、地区福祉委員会をはじめとした地域住民の

みなさんとの交流機会のさらなる充実を図っていた
だければ、生徒や地域との接点がより広がるものと
期待しています。
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発行：社会福祉法人 岬町社会福祉協議会
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